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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月28日(2012.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：
　　　Ｑ－Ｌ－Ｑ’
　　　　　Ｉ
［式中、
ＱおよびＱ’は、独立して、

【化１】

であり；並びに
Ｌは、場合により置換されてもよい１～６個のＣ6～22アリール基または５～２２員環ヘ
テロアリール基を含む結合基であり、この場合、各基は、同一であってもまたは異なって
いてもよく；
　この場合：
　π－１は、場合により１～８個のＲa基で置換されてもよいペリレン部分であり、
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　Ｚは、各場合において、ａ）Ｏ、ｂ）Ｓ、ｃ）ＮＲb、ｄ）Ｃ（Ｏ）、およびｅ）ＣＲc

Ｒdから選択され；
　Ｒaは、各場合において、ａ）ハロゲン、ｂ）－ＣＮ、ｃ）－ＮＯ2、ｄ）－ＯＲf、ｅ
）－ＳＲf、ｆ）－ＮＲgＲh、ｇ）－Ｎ（Ｏ）ＲgＲh、ｈ）－Ｓ（Ｏ）mＲ

g、ｉ）－Ｓ（
Ｏ）mＯＲg、ｊ）－Ｓ（Ｏ）mＮＲgＲh、ｋ）－Ｃ（Ｏ）Ｒg、ｌ）－Ｃ（Ｏ）ＯＲf、ｍ
）－Ｃ（Ｏ）ＮＲgＲh、ｎ）－Ｃ（Ｓ）ＮＲgＲh、ｏ）－ＳｉＨ3、ｐ）－ＳｉＨ（Ｃ1～

20アルキル）2、ｑ）－ＳｉＨ2（Ｃ1～20アルキル）、ｒ）－Ｓｉ（Ｃ1～20アルキル）3

、ｓ）Ｃ1～20アルキル基、ｔ）Ｃ2～20アルケニル基、ｕ）Ｃ2～20アルキニル基、ｖ）
Ｃ1～20ハロアルキル基、ｗ）－Ｙ－Ｃ3～14シクロアルキル基、ｘ）－Ｙ－Ｃ6～14アリ
ール基、ｙ）－Ｙ－３～１４員環シクロヘテロアルキル基、またはｚ）－Ｙ－５～１４員
環ヘテロアリール基であり、この場合、Ｃ1～20アルキル基、Ｃ2～20アルケニル基、Ｃ2

～20アルキニル基、Ｃ3～14シクロアルキル基、Ｃ6～14アリール基、３～１４員環シクロ
ヘテロアルキル基、および５～１４員環ヘテロアリール基のそれぞれは、場合により１～
４個のＲi基で置換されていてもよく；
　Ｒbは、各場合において、ａ）Ｈ、ｂ）－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）qＨ、ｃ）－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ
）q－ＣＨ3、ｄ）－Ｃ（Ｏ）ＯＲf、ｅ）－Ｃ（Ｏ）Ｒg、ｆ）－Ｃ（Ｏ）ＮＲgＲh、ｇ）
－Ｃ（Ｓ）ＯＲf、ｈ）－Ｃ（Ｓ）Ｒg、ｉ）－Ｃ（Ｓ）ＮＲgＲh、ｊ）－Ｓ（Ｏ）mＲ

g、
ｋ）－Ｓ（Ｏ）mＯＲg、ｌ）Ｃ1～20アルキル基、ｍ）Ｃ2～20アルケニル基、ｎ）Ｃ2～2

0アルキニル基、ｏ）Ｃ1～20アルコキシ基、ｐ）－Ｙ－Ｃ3～14シクロアルキル基、ｑ）
－Ｙ－Ｃ6～14アリール基、ｒ）－Ｙ－３～１４員環シクロヘテロアルキル基、またはｓ
）－Ｙ－５～１４員環ヘテロアリール基であり、この場合、Ｃ1～20アルキル基、Ｃ2～20

アルケニル基、Ｃ2～20アルキニル基、Ｃ1～20アルコキシ基、Ｃ3～14シクロアルキル基
、Ｃ6～14アリール基、３～１４員環シクロヘテロアルキル基、および５～１４員環ヘテ
ロアリール基のそれぞれは、場合により１～４個のＲi基で置換されていてもよく；
　ＲcおよびＲdは、各場合において、独立して、ａ）Ｈ、ｂ）ハロゲン、ｃ）－（ＣＨ2

ＣＨ2Ｏ）qＨ、ｄ）－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）q－ＣＨ3、ｅ）Ｃ1～20アルコキシ基、ｆ）Ｃ1～

20アルキル基、ｇ）Ｃ2～20アルケニル基、ｈ）Ｃ2～20アルキニル基、ｉ）－Ｙ－Ｃ3～1

4シクロアルキル基、ｊ）－Ｙ－Ｃ6～14アリール基、ｋ）－Ｙ－３～１４員環シクロヘテ
ロアルキル基、またはｌ）－Ｙ－５～１４員環ヘテロアリール基であり、この場合、Ｃ1

～20アルキル基、Ｃ2～20アルケニル基、Ｃ2～20アルキニル基、Ｃ3～14シクロアルキル
基、Ｃ6～14アリール基、３～１４員環シクロヘテロアルキル基、および５～１４員環ヘ
テロアリール基のそれぞれは、場合により１～４個のＲi基で置換されていてもよく；
　Ｒfは、各場合において、ａ）Ｈ、ｂ）－Ｃ（Ｏ）Ｒg、ｃ）－Ｃ（Ｏ）ＮＲgＲh、ｄ）
－Ｃ（Ｓ）Ｒg、ｅ）－Ｃ（Ｓ）ＮＲgＲh、ｆ）Ｃ1～20アルキル基、ｇ）Ｃ2～20アルケ
ニル基、ｈ）Ｃ2～20アルキニル基、ｉ）Ｃ3～14シクロアルキル基、ｊ）Ｃ6～14アリー
ル基、ｋ）３～１４員環シクロヘテロアルキル基、またはｌ）５～１４員環ヘテロアリー
ル基であり、この場合、Ｃ1～20アルキル基、Ｃ2～20アルケニル基、Ｃ2～20アルキニル
基、Ｃ3～14シクロアルキル基、Ｃ6～14アリール基、３～１４員環シクロヘテロアルキル
基、および５～１４員環ヘテロアリール基のそれぞれは、場合により１～４個のＲi基で
置換されていてもよく；
　ＲgおよびＲhは、各場合において、独立して、ａ）Ｈ、ｂ）－ＯＨ、ｃ）－ＳＨ、ｄ）
－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、ｅ）－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ｆ）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ2、ｇ）－Ｃ（Ｓ）ＮＨ2、
ｈ）－ＯＣ1～10アルキル、ｉ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ1～20アルキル、ｊ）－Ｃ（Ｏ）－ＯＣ1

～20アルキル、ｋ）－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｃ1～20アルキル）2、ｌ）－Ｃ（Ｓ）ＮＨ－Ｃ1～20

アルキル、ｍ）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－Ｃ1～20アルキル、ｎ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ1～20アルキル
）2、ｏ）－Ｓ（Ｏ）m－Ｃ1～20アルキル、ｐ）－Ｓ（Ｏ）m－ＯＣ1～20アルキル、ｑ）
Ｃ1～20アルキル基、ｒ）Ｃ2～20アルケニル基、ｓ）Ｃ2～20アルキニル基、ｔ）Ｃ1～20

アルコキシ基、ｕ）Ｃ3～14シクロアルキル基、ｖ）Ｃ6～14アリール基、ｗ）３～１４員
環シクロヘテロアルキル基、またはｘ）５～１４員環ヘテロアリール基であり、この場合
、Ｃ1～20アルキル基、Ｃ2～20アルケニル基、Ｃ2～20アルキニル基、Ｃ3～14シクロアル
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キル基、Ｃ6～14アリール基、３～１４員環シクロヘテロアルキル基、および５～１４員
環ヘテロアリール基のそれぞれは、場合により１～４個のＲi基で置換されていてもよく
；
　Ｒiは、各場合において、ａ）ハロゲン、ｂ）－ＣＮ、ｃ）－ＮＯ2、ｄ）オキソ、ｅ）
－ＯＨ、ｆ）－ＮＨ2、ｇ）－ＮＨ（Ｃ1～20アルキル）、ｈ）－Ｎ（Ｃ1～20アルキル）2

、ｉ）－Ｎ（Ｃ1～20アルキル）－Ｃ6～14アリール、ｊ）－Ｎ（Ｃ6～14アリール）2、ｋ
）－Ｓ（Ｏ）mＨ、ｌ）－Ｓ（Ｏ）m－Ｃ1～20アルキル、ｍ）－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、ｎ）－Ｓ
（Ｏ）m－ＯＣ1～20アルキル、ｏ）－Ｓ（Ｏ）m－ＯＣ6～14アリール、ｐ）－ＣＨＯ、ｑ
）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ1～20アルキル、ｒ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ6～14アリール、ｓ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ
Ｈ、ｔ）－Ｃ（Ｏ）－ＯＣ1～20アルキル、ｕ）－Ｃ（Ｏ）－ＯＣ6～14アリール、ｖ）－
Ｃ（Ｏ）ＮＨ2、ｗ）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－Ｃ1～20アルキル、ｘ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ1～20ア
ルキル）2、ｙ）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－Ｃ6～14アリール、ｚ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ1～20アルキ
ル）－Ｃ6～14アリール、ａａ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ6～14アリール）2、ａｂ）－Ｃ（Ｓ）
ＮＨ2、ａｃ）－Ｃ（Ｓ）ＮＨ－Ｃ1～20アルキル、ａｄ）－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｃ1～20アルキ
ル）2、ａｅ）－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｃ6～14アリール）2、ａｆ）－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｃ1～20アルキ
ル）－Ｃ6～14アリール、ａｇ）－Ｃ（Ｓ）ＮＨ－Ｃ6～14アリール、ａｈ）－Ｓ（Ｏ）m

ＮＨ2、ａｉ）－Ｓ（Ｏ）mＮＨ（Ｃ1～20アルキル）、ａｊ）－Ｓ（Ｏ）mＮ（Ｃ1～20ア
ルキル）2、ａｋ）－Ｓ（Ｏ）mＮＨ（Ｃ6～14アリール）、ａｌ）－Ｓ（Ｏ）mＮ（Ｃ1～2

0アルキル）－Ｃ6～14アリール、ａｍ）－Ｓ（Ｏ）mＮ（Ｃ6～14アリール）2、ａｎ）－
ＳｉＨ3、ａｏ）－ＳｉＨ（Ｃ1～20アルキル）2、ａｐ）－ＳｉＨ2（Ｃ1～20アルキル）
、ａｒ）－Ｓｉ（Ｃ1～20アルキル）3、ａｓ）Ｃ1～20アルキル基、ａｔ）Ｃ2～20アルケ
ニル基、ａｕ）Ｃ2～20アルキニル基、ａｖ）Ｃ1～20アルコキシ基、ａｗ）Ｃ1～20アル
キルチオ基、ａｘ）Ｃ1～20ハロアルキル基、ａｙ）Ｃ3～14シクロアルキル基、ａｚ）Ｃ

6～14アリール基、ｂａ）３～１４員環シクロヘテロアルキル基、またはｂｂ）５～１４
員環ヘテロアリール基であり；
　Ｙは、各場合において、ａ）二価のＣ1～20アルキル基、ｂ）二価のＣ1～20ハロアルキ
ル基、またはｃ）共有結合であり；
　ｍは、各場合において、０、１、または２であり；並びに
　ｑは、各場合において、１～２０の整数である］を有する化合物。
【請求項２】
　π－１が、各場合において、
【化２】

［式中、各Ｚが、ＯまたはＮＲbであり、この場合、ＲaおよびＲbは、請求項１で定義さ
れる通りである］から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｌが、ａ）－（Ａｒ1）n－、ｂ）－（Ａｒ2）n'－、ｃ）－（Ａｒ1）n－（Ａｒ2）n'－
（Ａｒ1）n''－、およびｄ）－（Ａｒ2）n'－（Ａｒ1）n－（Ａｒ2）n''－
［式中、
　Ａｒ1は、各場合において、独立して、５員環または６員環アリール基またはヘテロア
リール基であり、それぞれは、場合により１～４個のＲi基で置換されていてもよく；
　Ａｒ2は、各場合において、独立して、多環式の８～２２員環アリール基またはヘテロ
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アリール基であり、それぞれは、場合により１～１２個のＲi基で置換されていてもよく
；
　ｎ、ｎ’、およびｎ’’は、独立して、１、２、３、４、５、６であり；並びに
　Ｒiは、請求項１で定義される通りである］から選択される、請求項１または２に記載
の化合物。
【請求項４】
　Ｌが、－（Ａｒ1）n－、－（Ａｒ2）n'－、および－（Ａｒ1）n－（Ａｒ2）－（Ａｒ1

）n''－
［式中、Ａｒ1、Ａｒ2、ｎ、ｎ’、およびｎ’’は、請求項３で定義される通りである］
から選択される、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　Ａｒ1が、各場合において、独立して、
【化３】

から選択され、それぞれ場合により１～４個のＲi基で置換されていてもよく、この場合
、Ｒiは、請求項１で定義される通りである、請求項３または４に記載の化合物。
【請求項６】
　Ａｒ2が、各場合において、
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【化４】

から選択される部分に縮合している１つ以上のフェニル基、チエニル基、またはチアゾリ
ル基を含む、場合により置換されてもよい多環式の８～２２員環アリール基またはヘテロ
アリール基から独立して選択される、請求項３から５までのいずれか１項に記載の化合物
。
【請求項７】
　Ｌが－（Ａｒ1）n－であり、かつ

【化５】
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【化６】
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【化７】

［式中、Ｒiは、請求項１で定義される通りである］から選択される、請求項１から６ま
でのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｌが－（Ａｒ2）－であり、この場合、Ａｒ2が、
【化８】
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【化９】

［式中、Ｒ2は、各場合において、独立して、ＨまたはＲiであり、Ｒiは、請求項１で定
義される通りである］から選択される、請求項１から６までのいずれか１項に記載の化合
物。
【請求項９】
　Ｌが、
【化１０】

［式中、ｎおよびｎ’’のそれぞれが１または２である］である、請求項１から６までの
いずれか１項に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒbが、Ｃ1～20アルキル基、Ｃ2～20アルケニル基、Ｃ2～20アルキニル基、－Ｙ－Ｃ3

～14シクロアルキル基、－Ｙ－Ｃ6～14アリール基、－Ｙ－３～１４員環シクロヘテロア
ルキル基、および－Ｙ－５～１４員環ヘテロアリール基から選択され、この場合、Ｃ1～2

0アルキル基、Ｃ2～20アルケニル基、Ｃ2～20アルキニル基、Ｃ3～14シクロアルキル基、
Ｃ6～14アリール基、３～１４員環シクロヘテロアルキル基、および５～１４員環ヘテロ
アリール基のそれぞれは、場合により１～４個のＲi基で置換されていてもよく、Ｙおよ
びＲiは、請求項１で定義される通りである、請求項１から９までのいずれか１項に記載
の化合物。
【請求項１１】
　式：
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【化１１】

【化１２】

［式中、Ｒbは、各場合において、直鎖状または分岐鎖状Ｃ4～20アルキル基である］を有
する化合物である、請求項１から１０までのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１２】
　液体媒体中に溶解または分散された請求項１から１１までのいずれか１項に記載の１種
以上の化合物を含む組成物。
【請求項１３】
　請求項１から１１までのいずれか１項に記載の１種以上の化合物を有する薄膜半導体を
有する、電子デバイス、光学デバイス、又は光電子デバイス。
【請求項１４】
　有機電界効果トランジスタデバイス、有機光起電デバイス、または有機発光ダイオード
である、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項１５】
　基材上に請求項１２の組成物を堆積させる工程を含み、組成物を堆積させる工程が、印
刷、スピンコーティング、ドロップキャスティング、ゾーンキャスティング、ディップコ
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ーティング、ブレードコーティング、および吹き付けのうちの少なくとも１つを含む、薄
膜半導体を有する、電子デバイス、光学デバイス、又は光電子デバイスを作製する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　一態様において、本教示は、以下の式Ｉ：
　　　Ｑ－Ｌ－Ｑ’
　　　　　Ｉ
［式中、
ＱおよびＱ’は、独立して、
【化８】

から選択され；並びに
Ｌは結合基であり；
この場合、π－１およびπ－１’は、独立して、場合により１～８個のＲa基で置換され
てもよい縮合環部分であり：
　Ｚは、各場合において、ａ）Ｏ、ｂ）Ｓ、ｃ）ＮＲb、ｄ）Ｃ（Ｏ）、およびｅ）ＣＲc

Ｒdから選択され；
　Ｒaは、各場合において、ａ）ハロゲン、ｂ）－ＣＮ、ｃ）－ＮＯ2、ｄ）－ＯＲf、ｅ
）－ＳＲf、ｆ）－ＮＲgＲh、ｇ）－Ｎ（Ｏ）ＲgＲh、ｈ）－Ｓ（Ｏ）mＲ

g、ｉ）－Ｓ（
Ｏ）mＯＲg、ｊ）－Ｓ（Ｏ）mＮＲgＲh、ｋ）－Ｃ（Ｏ）Ｒg、ｌ）－Ｃ（Ｏ）ＯＲf、ｍ
）－Ｃ（Ｏ）ＮＲgＲh、ｎ）－Ｃ（Ｓ）ＮＲgＲh、ｏ）－ＳｉＨ3、ｐ）－ＳｉＨ（Ｃ1～

20アルキル）2、ｑ）－ＳｉＨ2（Ｃ1～20アルキル）、ｒ）－Ｓｉ（Ｃ1～20アルキル）3

、ｓ）Ｃ1～20アルキル基、ｔ）Ｃ2～20アルケニル基、ｕ）Ｃ2～20アルキニル基、ｖ）
Ｃ1～20ハロアルキル基、ｗ）－Ｙ－Ｃ3～14シクロアルキル基、ｘ）－Ｙ－Ｃ6～14アリ
ール基、ｙ）－Ｙ－３～１４員環シクロヘテロアルキル基、またはｚ）－Ｙ－５～１４員
環ヘテロアリール基であり、この場合、Ｃ1～20アルキル基、Ｃ2～20アルケニル基、Ｃ2

～20アルキニル基、Ｃ3～14シクロアルキル基、Ｃ6～14アリール基、３～１４員環シクロ
ヘテロアルキル基、および５～１４員環ヘテロアリール基のそれぞれは、場合により、１
～４つのＲi基で置換されていてもよく；
　Ｒbは、各場合において、ａ）Ｈ、ｂ）－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）qＨ、ｃ）－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ
）q－ＣＨ3、ｄ）－Ｃ（Ｏ）ＯＲf、ｅ）－Ｃ（Ｏ）Ｒg、ｆ）－Ｃ（Ｏ）ＮＲgＲh、ｇ）
－Ｃ（Ｓ）ＯＲf、ｈ）－Ｃ（Ｓ）Ｒg、ｉ）－Ｃ（Ｓ）ＮＲgＲh、ｊ）－Ｓ（Ｏ）mＲ

g、
ｋ）－Ｓ（Ｏ）mＯＲg、ｌ）Ｃ1～20アルキル基、ｍ）Ｃ2～20アルケニル基、ｎ）Ｃ2～2

0アルキニル基、ｏ）Ｃ1～20アルコキシ基、ｐ）－Ｙ－Ｃ3～14シクロアルキル基、ｑ）
－Ｙ－Ｃ6～14アリール基、ｒ）－Ｙ－３～１４員環シクロヘテロアルキル基、またはｓ
）－Ｙ－５～１４員環ヘテロアリール基であり、この場合、Ｃ1～20アルキル基、Ｃ2～20

アルケニル基、Ｃ2～20アルキニル基、Ｃ1～20アルコキシ基、Ｃ3～14シクロアルキル基
、Ｃ6～14アリール基、３～１４員環シクロヘテロアルキル基、および５～１４員環ヘテ
ロアリール基のそれぞれは、場合により１～４個のＲi基で置換されていてもよく；
　ＲcおよびＲdは、各場合において、独立して、ａ）Ｈ、ｂ）ハロゲン、ｃ）－（ＣＨ2
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ＣＨ2Ｏ）qＨ、ｄ）－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）q－ＣＨ3、ｅ）Ｃ1～20アルコキシ基、ｆ）Ｃ1～

20アルキル基、ｇ）Ｃ2～20アルケニル基、ｈ）Ｃ2～20アルキニル基、ｉ）－Ｙ－Ｃ3～1

4シクロアルキル基、ｊ）－Ｙ－Ｃ6～14アリール基、ｋ）－Ｙ－３～１４員環シクロヘテ
ロアルキル基、またはｌ）－Ｙ－５～１４員環ヘテロアリール基であり、この場合、それ
ぞれのＣ1～20アルキル基、Ｃ2～20アルケニル基、Ｃ2～20アルキニル基、Ｃ3～14シクロ
アルキル基、Ｃ6～14アリール基、３～１４員環シクロヘテロアルキル基、および５～１
４員環ヘテロアリール基のそれぞれは、場合により１～４つのＲi基で置換されていても
よく；
　Ｒfは、各場合において、ａ）Ｈ、ｂ）－Ｃ（Ｏ）Ｒg、ｃ）－Ｃ（Ｏ）ＮＲgＲh、ｄ）
－Ｃ（Ｓ）Ｒg、ｅ）－Ｃ（Ｓ）ＮＲgＲh、ｆ）Ｃ1～20アルキル基、ｇ）Ｃ2～20アルケ
ニル基、ｈ）Ｃ2～20アルキニル基、ｉ）Ｃ3～14シクロアルキル基、ｊ）Ｃ6～14アリー
ル基、ｋ）３～１４員環シクロヘテロアルキル基、またはｌ）５～１４員環ヘテロアリー
ル基であり、この場合、Ｃ1～20アルキル基、Ｃ2～20アルケニル基、Ｃ2～20アルキニル
基、Ｃ3～14シクロアルキル基、Ｃ6～14アリール基、３～１４員環シクロヘテロアルキル
基、および５～１４員環ヘテロアリール基のそれぞれは、場合により１～４つのＲi基で
置換されていてもよく；
　ＲgおよびＲhは、各場合において、独立して、ａ）Ｈ、ｂ）－ＯＨ、ｃ）－ＳＨ、ｄ）
－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、ｅ）－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ｆ）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ2、ｇ）－Ｃ（Ｓ）ＮＨ2、
ｈ）－ＯＣ1～10アルキル、ｉ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ1～20アルキル、ｊ）－Ｃ（Ｏ）－ＯＣ1

～20アルキル、ｋ）－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｃ1～20アルキル）2、ｌ）－Ｃ（Ｓ）ＮＨ－Ｃ1～20

アルキル、ｍ）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－Ｃ1～20アルキル、ｎ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ1～20アルキル
）2、ｏ）－Ｓ（Ｏ）m－Ｃ1～20アルキル、ｐ）－Ｓ（Ｏ）m－ＯＣ1～20アルキル、ｑ）
Ｃ1～20アルキル基、ｒ）Ｃ2～20アルケニル基、ｓ）Ｃ2～20アルキニル基、ｔ）Ｃ1～20

アルコキシ基、ｕ）Ｃ3～14シクロアルキル基、ｖ）Ｃ6～14アリール基、ｗ）３～１４員
環シクロヘテロアルキル基、またはｘ）５～１４員環ヘテロアリール基であり、この場合
、Ｃ1～20アルキル基、Ｃ2～20アルケニル基、Ｃ2～20アルキニル基、Ｃ3～14シクロアル
キル基、Ｃ6～14アリール基、３～１４員環シクロヘテロアルキル基、および５～１４員
環ヘテロアリール基のそれぞれは、場合により１～４個のＲi基で置換されていてもよく
；
　Ｒiは、各場合において、ａ）ハロゲン、ｂ）－ＣＮ、ｃ）－ＮＯ2、ｄ）オキソ、ｅ）
－ＯＨ、ｆ）－ＮＨ2、ｇ）－ＮＨ（Ｃ1～20アルキル）、ｈ）－Ｎ（Ｃ1～20アルキル）2

、ｉ）－Ｎ（Ｃ1～20アルキル）－Ｃ6～14アリール、ｊ）－Ｎ（Ｃ6～14アリール）2、ｋ
）－Ｓ（Ｏ）mＨ、ｌ）－Ｓ（Ｏ）m－Ｃ1～20アルキル、ｍ）－Ｓ（Ｏ）2ＯＨ、ｎ）－Ｓ
（Ｏ）m－ＯＣ1～20アルキル、ｏ）－Ｓ（Ｏ）m－ＯＣ6～14アリール、ｐ）－ＣＨＯ、ｑ
）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ1～20アルキル、ｒ）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ6～14アリール、ｓ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ
Ｈ、ｔ）－Ｃ（Ｏ）－ＯＣ1～20アルキル、ｕ）－Ｃ（Ｏ）－ＯＣ6～14アリール、ｖ）－
Ｃ（Ｏ）ＮＨ2、ｗ）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－Ｃ1～20アルキル、ｘ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ1～20ア
ルキル）2、ｙ）－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－Ｃ6～14アリール、ｚ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ1～20アルキ
ル）－Ｃ6～14アリール、ａａ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ6～14アリール）2、ａｂ）－Ｃ（Ｓ）
ＮＨ2、ａｃ）－Ｃ（Ｓ）ＮＨ－Ｃ1～20アルキル、ａｄ）－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｃ1～20アルキ
ル）2、ａｅ）－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｃ6～14アリール）2、ａｆ）－Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｃ1～20アルキ
ル）－Ｃ6～14アリール、ａｇ）－Ｃ（Ｓ）ＮＨ－Ｃ6～14アリール、ａｈ）－Ｓ（Ｏ）m

ＮＨ2、ａｉ）－Ｓ（Ｏ）mＮＨ（Ｃ1～20アルキル）、ａｊ）－Ｓ（Ｏ）mＮ（Ｃ1～20ア
ルキル）2、ａｋ）－Ｓ（Ｏ）mＮＨ（Ｃ6～14アリール）、ａｌ）－Ｓ（Ｏ）mＮ（Ｃ1～2

0アルキル）－Ｃ6～14アリール、ａｍ）－Ｓ（Ｏ）mＮ（Ｃ6～14アリール）2、ａｎ）－
ＳｉＨ3、ａｏ）－ＳｉＨ（Ｃ1～20アルキル）2、ａｐ）－ＳｉＨ2（Ｃ1～20アルキル）
、ａｒ）－Ｓｉ（Ｃ1～20アルキル）3、ａｓ）Ｃ1～20アルキル基、ａｔ）Ｃ2～20アルケ
ニル基、ａｕ）Ｃ2～20アルキニル基、ａｖ）Ｃ1～20アルコキシ基、ａｗ）Ｃ1～20アル
キルチオ基、ａｘ）Ｃ1～20ハロアルキル基、ａｙ）Ｃ3～14シクロアルキル基、ａｚ）Ｃ

6～14アリール基、ｂａ）３～１４員環シクロヘテロアルキル基、またはｂｂ）５～１４
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員環ヘテロアリール基であり；
　Ｙは、各場合において、ａ）二価のＣ1～20アルキル基、ｂ）二価のＣ1～20ハロアルキ
ル基、またはｃ）共有結合であり；
　ｍは、各場合において、０、１、または２であり；並びに
　ｑは、各場合において、１～２０の整数である］を有するビス多環式化合物を提供する
。
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